
  

 

 
 

 

 「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 
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（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



2 月 22 日の猫の日。車を運転していると猫が飛び出してきて「危ない！」と

冷っとしたことが何度かあります。昔、猫は家と外を自由に出入りするのが当

たり前でした。ご近所の家を巡り、気に入ったところで昼寝をし、腹が減った

ら家に帰ってくる。帰りが遅いと家の外に出て名を叫び、どこからともなくニ

ャーと鳴き声が聞こえ、足元で身体をスリと擦り付ける。ご近所さんに出くわ

すと「何処どこで見かけましたよ」などと教えていただいたりもした。とこと

こと後をついてきたり、玄関先で犬のように帰りを待っていたり、頭を撫でて

やると嬉しそうに目を細め、じゃれ遊んでいるのに急に夜の闇に飛び込んで行

ったり、自由を謳歌しているのが猫だった。ペットフード協会の調べでは、猫

の推計飼育頭数は 2014 年から 8 年連続で犬を上回っているそうです。猫は

犬よりも餌代や医療費などもかかりにくいという経済的理由、散歩に行く手間

がかからないといった人間の都合があるのでしょうが、猫の中には YouTube

で何億円と稼ぐ猫もいて、今の時代は猫を飼うことで得られるのは癒しだけで

はないのかも知れませんね。春が近づいてくると庭先に見知らぬ猫が顔を出し

ます。野良なのか飼い猫なのか「家は？」猫に訪ねます。当然返事などしない

のですが、逃げずに触らせる人慣れした猫は飼い猫か捨て猫。「にゃー、にゃー」

訴えるように鳴き声が聞こえ、「そこ？」近寄ろうとすると逃げ去ろうとする猫。

「待ってて」慌ててキャットフードを取りに行き、そっと皿を置いて姿を隠す。

時間をおき、空っぽになった皿を見て安堵。昔、近所のおじいちゃんおばあち

ゃんが紙に包んだお菓子をくれたように、腹が減ったものにご飯を与える心の

豊かさ、物価上昇超円安の世知辛い時代でも忘れたくないなと思います。 

 

 

 

 

 

  

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


